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 京大に天文台が出来たのは 1910 年、現在の時計台のすぐ横だったと記録に残っていま
す。1907 年に、京大理学部物理学教室の第 4 講座に新城新蔵博士が教授として就任し、
宇宙物理学の講座を開いて 4 年ほどたったころでした。その後 1920 年に新城教授は、同
講座を物理学教室から独立させて宇宙物理学教室を新設し、1927 年に花山天文台着工、
1929 年秋に完成となったということです。同時にその年に新城新蔵教授は第 8 代京都大
学総長に就任しています。 
 というわけで今年は花山天文台創立 80 周年の年であります。みなさん、良くご存じの
ように、今年はガリレオが望遠鏡を初めて宇宙に向けてから 400 年の記念の年、世界天
文年です。花山天文台 80 年とガリレオ 400 年が同じ年に当たり、しかも日本で 46 年ぶ
りの皆既日食が見られた（ほとんどの場所で曇りでしたが）というのは、偶然とは言え、
興味深い縁を感じさせます。 


























 また、宮本博士は、花山天文台の 30cm 屈折望遠鏡を駆使して、火星気象学を開拓され




























































その研削加工による第 1 号鏡が完成するという、歴史的な年になろうとしています。 









断型の研究組織です。2009 年 4 月からは私が第 2 代ユニット長を務めています。これら
の組織との連携協力などにより、京大理学研究科附属天文台（花山天文台・飛騨天文台）
の研究、教育、普及活動はますます発展しようとしています。 
 附属天文台の構成員数は 2009 年 4 月現在で 42 人（常勤職員 8 名、非常勤職員 19 名、
大学院生 15 名）です。昨年 1 年間に発表されたレフェリージャーナル論文数は 31 編、
学会研究会発表数は 166 編（うち国際会議招待講演数は 15 編）と、研究活動はきわめて
－4－ 
活発です。また、見学者数も花山天文台だけで昨年 1 年間に 32 件（総数 1600 人）にの
ぼりました。このような活発な研究活動、普及活動を行うことができているのも、ひと
えに皆様方のご支援の賜物です。深くお礼申しあげます。 









2009 年 9 月 18 日 
京都大学大学院理学研究科 
附属天文台長 柴田一成 
 
 
